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9月20日から26日は
動物愛護週間です。
9月20日から26日は
動物愛護週間です。

　人も動物も共に生きる仲間です。動物の愛護と適正な飼育について理解を
深め、ルールとマナーを守って、誰もが快適に過ごせるようにしましょう。

出雲保健所からのお知らせ

飼い主の高齢化、病気等で飼えなくなる前に…
預かり先の確保、しつけ、健康管理、適切な飼育
頭数を心がけましょう。

おたずね／環境政策課　TEL ２１－６５３５

　ペットは最後まで責任を持って飼いましょう。
● 動物の習性を正しく理解し、生涯にわたって責任を持って世話ができるかをよく考えてから飼い

ましょう。
● 動物にかけられる時間や空間には限りがあるため、管理できる数を超えないようにし、必要に応じて

不妊去勢手術などの繁殖制限措置を行いましょう。
● 野良猫への無責任なえさやりはやめましょう。

　ペットには飼い主明示をしましょう。
　ペットを飼うときは、首輪やマイクロチップなどを装着し、飼い主明示をしましょう。

　ペットの飼い主は、近隣に迷惑をかけないように心掛けましょう。
● 適切な囲いの中で飼育し、種類に応じたしつけや訓練を行い、危害や鳴き声で迷惑をかけないように

しましょう。
● 犬は必ずつないで飼い、迷子にならないようにしましょう。
● 散歩の際はリードを付け、ふん処理用具を携帯し、必ず持ち帰って処分しましょう。
● 電柱などへのマーキングは迷惑となるため、マーキングをしないようしつけをするとともに、尿は水

で洗い流しましょう。
　飼い犬の登録と狂犬病予防注射を受けましょう。

● 飼い犬の登録（生涯1回）と狂犬病予防注射（毎年1回）を
必ず行いましょう。

● 環境政策課または各行政センターへ変更届、死亡届の
提出が必要です。

◎詳しい情報は、環境省
　動物愛護管理室ホーム

ページをご覧ください。

ペットの平均寿命は長くなっています

いつ大規模災害が起きてもペットを守れるよ
う、ケージ、フードと水、薬、ペットシーツ、食器
等を事前に用意し、避難時に備えましょう。

ペット防災　守ろう大切な家族
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おたずね／環境政策課　ゼロカーボン推進室　TEL ２１－６７４１

おたずね／環境政策課　ゼロカーボン推進室　TEL ２１－６７４１

令和８年度 出雲市再生可能エネルギー
　　　　　　　　　　設備等導入補助金
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HP は
こちら▶

市内において以下の再生可能エネルギー設備等を導入する際、費用の一部を補助します。

補助金額／最大出力(ｋW)×2.5万円
上　　限／10万円

・ 最大出力合計10ｋW未満のもの
・ FIT（固定価格買取）制度の認定を取得するもの

1.住宅用太陽光発電設備

住宅用
補助金額／設置費用の全額
上　　限／5万円

左記「住宅用太陽光発電」により発電した電気を
蓄え、消費されるもの 

2.蓄電池設備

補助金額／設置費用の1/3以内
上　　限／20万円

太陽熱を給湯または冷暖房に利用する設備で、
集熱器と貯湯部分が離れているもの

＊総合エネルギー診断等の支援を希望される事業者については、エネルギー診断及び計画策定支援を無料（市が負担）で受けることが
できます。加えて、補助金や助成制度の紹介など、伴走型で支援します。

専門編：日程が決まり次第、市ホームページに掲載します。

参加申込期日：8月31日（月）

3.太陽熱利用設備（ソーラーシステム）

住宅・事業用
補助金額／設置費用の1/10以内の2倍
上　　限／15万円

薪ストーブ・ペレットストーブ
※薪ストーブは二次燃焼構造等排煙を減少させる構造のもの

4.木質バイオマス熱利用設備

ポータブル蓄電池は対象外

住宅用

住宅・事業用

補助金コーナー

お申込みはこちらから☞

９月１日（火）14：00～16：30
出雲ロイヤルホテル　飛鳥の間

（出雲市渡橋町831）

９月２日（水）14：00～16：30
ホテルほり江　プレシャス

（出雲市平田町1826-20）

①脱炭素経営の必要性について
②エネルギー高度化について
③事例紹介（なぜエネルギー診断を実施したか等）

④事業者への支援について（補助金情報）

⑤簡易エネルギー診断体験会

日　時

会　場

日　時

会　場
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